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高等学校における主体的な学びを促進する授業の工夫

高知大学大学院総合人間自然科学研究科教職実践高度化専攻 指導教官 松本 秀彦

高知県立高知北高等学校 教諭 小西 留美

１ はじめに

高知県公立高等学校におけ

る、発達障害の診断・判断があ

る児童生徒又は発達障害の可

能性のある特別な教育的支援

を必要とする生徒の割合は

3.1%と小中学校に比べると少

ないが、82.7%の高等学校に在

籍する。また高知県では義務教

育段階の学習が十分に定着し

ていない生徒が約 25%とされて

いる(図１)。

２ 研究の目的

様々な認知・行動特性のある生徒や学習の積み上げが十分になされていない生徒のために、多

様な生徒が参加・理解ができる授業を目指した授業の UD 化を実践に取り入れることによって、実

際に授業参加と理解が促進されるのか検討することとした。小貫(2013)は、発達障害のある児童

の「状況依存性」を挙げている。例えば LD は「学習の仕方」、ADHD は「周囲の刺激量」、高機能

自閉症はその場の「構造化」の具合によってパフォーマンスが左右される。授業の UD 化において

は、授業参加につまずく発達障害のある生徒に対し、時間の構造化、場の構造化、刺激量の調整、

ルールの明確化、クラス内の理解促進といった特別支援教育領域で有効性がある手立てを用いる

ことで授業参加におけるバリアを除く工夫が可能だと述べている（図２）。桂(2016)は、発達障害

の可能性のある児童生徒を含む、通常学級の全員が楽しく学び合い「わかる・できる」ことがで

【研究の概要】

本研究は、様々な認知・行動特性のある生徒や学習の積み上げが十分になされていない生

徒のために、授業のユニバーサルデザイン（以下 UD）化を授業に取り入れることで生徒の授

業参加と理解が促進されるのか検討した。

（1）生徒の支援ニーズを把握するために授業中の生徒の行動観察を行なった。注意機能、

読み書きの苦手さ、達成感の低さを把握し、それらに対応する方法を提案した。

（2）授業の UD 化の授業実践では生徒の実態把握に基づく授業改善が実際に有効か検討し

た。生徒への授業アンケートの結果、支援ニーズの有無にかかわらず多くの生徒が活

動しやすくわかりやすい授業だったと評価された。

（3）英単語の多感覚学習は身体動作とスライドを用いて行われ、単語の再認テストの結果、

多感覚学習の方が高等学校の単語の再認率が高く英単語の学習定着に有効であることが示唆

された。

【キーワード】授業のユニバーサルデザイン、発達障害、外国語授業（英語）

82％の高等学校に在籍

義務教育段階の学習が十分に定着
していない生徒が25％いる。

様々な認知・行動特性をもつ。
学習の積み上げが十分でない。

授業のユニバーサルデザイン（以下
ＵＤ）を取り入れた実践で、授業に
参加と理解が促進されるのか検討す
る。

図１ 高知県における発達障害等特別な教育的支援を要する児童生徒の在籍率の推移
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図３ 「わかる・できる」授業の切り口

•ねらいや活動を焦点化し、取組みやすく理解しやすい活動
にする。焦点化

•文章理解、聴覚情報の理解に苦手さのある生徒に絵画や
イラスト、センテンスカードを提示する。視覚化

•話合い活動を組織化し、理解を全体で図る。
•ある子の発言を言い換えたり、続きを話す。共有化

きるために考えられる切り口として、

焦点化・視覚化・共有化の視点を述べて

いる。焦点化では、授業のねらいや活動

を絞り取組みやすく理解しやすい活動

にする。視覚化では、文章理解に苦手さ

がある生徒、聴覚情報の理解に苦手さ

のある生徒にとって、絵画やイラスト、

センテンスカードを提示することで理

解につながりやすくすることであり、

これは同時に他の生徒にとってもわか

りやすくなる。共有化は話合い活動を

組織化することで、理解をクラス全体

で図ることである。ある生徒の発言の

意味を他の生徒が言い換えたり、続き

を話したりすることで、相手の意見を

聞き、自分の意見を言う力の育成を図

ることができる（図３）。高知県教育委

員会(2013)は、授業の UD を「Ⅰ環境の

工夫」、「Ⅱ情報伝達の工夫」、「Ⅲ活動内

容の工夫」、「Ⅳ教材・教具の工夫」、「Ⅴ

評価の工夫」の５つのポイントで示し、

発達障害等のある児童生徒たちをはじ

め、すべての児童生徒たちが「分かる」

「できる」ように工夫・配慮された授業

を実施していくことが必要であると指

摘している（図４）。

そこで本研究では、高等学校の英語

授業に焦点を当て、どのような工夫を

施せばすべての生徒が一斉授業に参加

できるのかを明らかにする目的で実践

研究を行った。

３ 研究内容

(1) 生徒のニーズ把握

ア 目的

教員が気になる生徒がどのような要因で授業の参加が十分できないのか明らかにするための観

察のポイントを整理し実際の生徒について分析を行った。

イ 方法

生徒が得意とする活動や苦手とする活動、不器用さ、社会性能力を把握するために、授業中の行

動観察や教員への聞き取りによって実態把握をした。例えば、提出物の書字から文字の読み書き

の苦手さ、体育の授業では粗大運動や社会性の特徴、家庭科・芸術科目では微細運動、また教員

図２ 発達障害のある生徒の状況依存性

図４ ユニバーサルデザインに基づく授業のポイント
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の授業中の指導方法が継次的か同時的かによって参加ができているかどうか確認した。また不注

意・多動性衝動性の特徴にも目を向けた。さらに学習困難の二次的な問題として達成感が得られ

ず授業参加の動機付けが低くなっているといった様子も確認した。そののち実態把握から生徒の

個々の授業中に必要な支援ニーズを考えて支援方法を作成した。

ウ 結果

生徒７名について、注意機能の特徴、達成感の低さ、聴覚・視覚処理機能の特徴、運動面につい

て実態を把握した（詳細は個人情報の観点から省略した）。考えられる支援方法は次のようなこと

を基本とした。不注意や衝動的な注意機能の特徴がある場合には“課題指示ののち個別に確認す

る”、“注意を促してから説明する”、“授業の流れを示して見通しをもたせる”、“パワーポイント

のスライドを使って注意をひきつけテンポ良く授業をすすめる”こととした。読み書きの苦手さ

があるときには“板書をノートテイクする量をプリントによって最小限にする”、“プリントの内

容をできる限り焦点化する”、“プリントと黒板の掲示物を一致させる”であった。また参加でき

たかどうか振りかえるために“最後に授業アンケートを実施する”こととした。また学習意欲の

低下が認められた場合には“少しでも活動した場合にはフィードバックする”、“できていないと

きにも肯定的な声がけをするように心がける”であった（表 1）。

エ 考察

生徒の実態把握を注意、認知、運動、自己達成感、読み書き困難に着目することによって授業参

加を妨げる要因について明確にすることができた。それぞれの要因についての配慮方法は、授業

UD 化のポイントに書かれていることでもあり、書かれた手立ての意義が確認された。またこれら

の配慮は支援が必要ではない生徒にも授業がわかりやすくなる指導方法であるのではないかと

考えられた（表１）。

表１ 生徒実態把握から考えられた授業 UD の手立てとそのねらい。

(2) 授業の UD 化

ア 目的

生徒の実態把握に基づく授業改善の案が実際に有効かどうか検討した。

イ 対象

高知県立 A 高等学校において授業実践を教育実習 II と III の期間に計 4 回実施した。対象は 1

年生のコミュニケーション英語 I であった。

方法 ねらい

めあてや流れを文字と画像で説明 見通しを持つ、めあてを意識して取り組む。

新出単語句や前置詞をプロジェクタで投影し、フラッシ

ュカード形式で提示
多感覚で学ぶ、テンポよく学習できる。

ワークシートを工夫：A3片面1枚、活動順に記載 活動を見失わない、活動の焦点化がされる。

ワークシートの拡大コピーを黒板に掲示 教師がどこを説明しているかわかりやすい。

ワークシートにヒント情報を記載
ワーキングメモリの弱さをカバー、学習の積み上げが少な

い生徒が活動できる。

ペアトーク・グループワークで台詞付き手順書を配布 ペアワークが円滑に行える。

学習の速い生徒に対して、発展課題を用意 時間を持て余さない。
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ウ 指導方法

指導案中に予想されるつまずきとそれに対する支援方法を記載した（本稿最後の資料を参照）。

授業中の基本として、授業のめあてや流れを書きラミネート加工したカードを黒板左端に掲示し、

授業開始直後に説明をすることで、見通しをもたせると同時に、めあてを意識して学習活動に取

り組めるようにした。流れを示したカードには文字とイメージ画像を提示し、活動の種類が分か

りやすくなるようにした。授業の前半では授業の中心になる単語や前置詞をフラッシュカード形

式の教材にしてプロジェクタに投影した（図５）。活動をうっかり見失うことがないように、ワー

クシートは A3 片面１枚とし、学習活動を順に記載した。ワークシートは拡大コピーし黒板の右端

に掲示することで、取り組むべき活動の確認ができるようにした。活動におけるヒント情報をワ

ークシート上に記載することで、ワーキングメモリの弱さをカバーし、学習の積み上げが少ない

生徒が活動できるようにした（図６）。また、ペアワークが円滑に行えるよう、台詞がある手順書

を用意した。学習が速く、課題を済ませてしまい時間を持て余してしまう生徒に対して発展課題

を用意した。

図 5 板書計画

図 6 ワークシート例
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エ 結果と考察

第 3 回と 4 回の授業の終わりに実施した生徒アンケートの一部の項目を表２に示した。支援が

必要な生徒においても６人中４人が「あてはまる」以上の評価だった。１名は全てが「あてはま

らない」と回答した。その他の生徒においてはほぼ全員が授業のわかりやすさを感じていると回

答した。今回実施した UD 化が生徒にわかりやすい内容や活動になったことがわかった。しかし、

２名は「あてはまらない」方に回答しているのでその生徒の「実態把握・個別指導計画」を改善

して授業に参加できるように個別指導の力をつける必要がある。

授業後の振り返りにおいて教員より出された意見では、黒板の情報量が多すぎないように整理

するとさらによい、基礎的な知識を忘れている可能性があるためどこまで理解できているか確か

めておく必要があること、スライドは時間あたりの情報量が多くなりがちなので調整が必要とい

った点が挙げられた。アドバイスを整理すると、「掲示物・空間デザインの改善」、「掲示物・空間

デザイン」、「教材の提示と回収」、「教材が見やすい座席配置の空間デザイン」であった。

表 2 生徒アンケートの結果

(3) 単語の多感覚学習の有効性

ア 目的

身体の動作とスライドを用い

て学習した単語は再認テストに

おいて成績が良いかどうか検討

した。

イ 方法

(ｱ)書き取り中心の一般的な学

習方法とスライド教材を見なが

ら動作をつけて覚える学習方法

（図７）の２群を設けた。

支援が必要な生徒

 
あてはまる や や あ て は ま

る

ど ち ら で も な

い

や や あ て は ま

らない

あ て は ま ら な

い

説明が分かりやすい ２ ２ １ ０ １

ワークシートわかりやすい ２ ２ １ ０ １

活動が取組みやすい ２ ２ １ ０ １

褒められた ２ ２ １ ０ １

内容が理解できた ２ ２ １ ０ １

説明が分かりやすい ９ ３ １ ０ ０

ワークシートわかりやすい ９ ４ ０ ０ ０

活動が取組みやすい 11 ２ ０ ０ ０

褒められた ８ ２ ２ 0 １

内容が理解できた 10 ２ ０ １ ０

図 7 多感覚学習スライドの例
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(ｲ)再認テストは多感覚学習の語と一般教材で学習した語を６:12 でランダム配置して、半数が中

学基礎語、半数が高校基礎語となるようにした。単語の文字数は３〜９文字（高校基礎語１語の

み＋１字）とし、日本語訳の選択肢から記号で答える形式であった。クラスＡでは実践 48 日後、

クラスＢでは実践 34 日後に再認テストを実施した。テスト勉強は行わせず５分間のテストであ

った。

ウ 結果と考察

単語再認率（図８）は、多感覚学習群で

は中学レベルが 0.80（SD 0.20）、高等学校

レベルが 0.83(SD 0.28)であった。一般学

習群では中学校レベルが 0.75(SD 0.28)、

高等学校レベルが 0.63(SD 0.23)だった。

分散分析の結果では交互作用が認められ

(F=4.70、 p<.05)、一般学習群における高

等学校レベル単語の再認率が有意に低か

った（図８）。このことから、スライドと動

作を含めた学習方法の方が特に高等学校

の単語の再認率が高く英単語の学習定着

に有効であることが示唆された。学習方法

が書くだけの方法だと定着しにくい生徒

の場合には英語学習当初の中学校から学

習方法の工夫が必要であるものと考えら

れる。

４ まとめ

英語の授業において参加を促すための UD 化の工夫、個々の生徒への配慮、学習方法の工夫をす

ることで英語授業への参加が促される可能性があることが成果として得られた。今後は授業実践

を多くして今回の成果の裏づけを深めていく必要がある。
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図 8 ２つの学習方法の単語再認率の比較
分散分析の結果交互作があった(F(1,19)=4.70, p=.043)。単純

主効果の分析の結果から再認率が高い順に、感覚学習の中・高レ

ベル単語＞一般教材学習の中学レベル単語＞一般教材学習の高

校レベル単語であった。
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【資料】

コミュニケーション英語Ⅰ 学習指導案 第 4 回目
1 本時の学習

（１）本時の目標

単語カードを並べ替えることを通して、動名詞の形、訳し方や位置を理解し、動名詞を含んだ英作文をする

ことができる。

（２）評価規準

＊自分の趣味について、選択肢を使わず自分の意見を述べたり、選択肢を使って会話をしたりしている（主体的

な学び）

＊学習活動の内容を理解して取り組んでいる（UD）

（３）生徒の実態と目標

（４）学習の展開

コミュニケーションへの関心・意

欲・態度

外国語表現の

能力

外国語理解の

能力

言語や文化に関する知識・理解

自分の趣味について、動名詞を使っ

て積極的に話したり聞いたりしてい

る。

現在進行形と動名詞の違いに注意

し動名詞を理解している。

氏名 生徒の実態 目標

D ペアワークで発言ができない。 英作文で自分の思いを記述することができる。

F 英語学習自体に苦手さがある。

ゲーム性のある学習活動には参加できる。

個別の指示を理解し、練習問題に自ら複数問取り

組むことができる。

G

授業と関係のない話を友人としていることがあ

る。

授業担当教諭が個別指示をすると学習活動に参加

できる。

個別の指示を理解し、練習問題に自ら数問取り組

むことができる。

学習活動 教師の動き 生徒の活動 予測されるつまずき 指導上の留意点

導
入
（
１
０
分
）

３

分

●挨拶・出席確認

●流れを説明する。

●グループワークの

準備

■生徒は黒板に掲示さ

れた流れを見て、授業

の見通しを持つ。

■２～３人のペア、グ

ループになる。

○授業者の言っている

ことが理解できない。

○前を向いていない。

○注意を引く(II) 。

○日本語で簡潔に挨拶する(II) 。

F: グループ活動をし

ない。

F:個別作業でも可とする(III) 。

見
通
し
（
７
分
）

●現在進行形や動名

詞が含まれる短文を

のせた紙を配布し、

現在進行形なら A、

動名詞なら B と分け

ていく、形と意味の

違いを考えるよう指

示する。

●めあてを板書す

る。

■配布された英文のカ

ードがＡ、Ｂのどちら

に配置されるかを考え

る。

○英文のカードを読む

ことができない。

○活動に参加できるようにカード

に日本語訳を記載する。

F、G: 説明の途中で

注意が逸れる。

F、G:「今から大事なことを言う

から聞いてね」と注意を喚起す

る。

動名詞の形と意味を理解を促すた

めに、Practice 3 で再度説明す

る。

展
開
（
３
０
分
）

１
分

●動名詞と現在進行

形の違いを考えるよ

う指示する。

■ペア、グループで動

名詞と現在進行形の違

いを話し合う。

○現在進行形の文に必

ず be 動詞が含まれて

いることを見つけるこ

とができず違いが分か

らない。

○焦点化するために、ワークシー

トの空所部分を考えるように指示

する。

D:ペアワークに参加で

きない。

D:ワークシートの空欄を埋める

よう促し、授業者が代読する。

●動名詞が文中のど

の位置に来るのかを

知るために、カード

で語順と位置を確認

させる。

●動名詞は３枚のカ

ードのどの位置にあ

るのかを尋ねる。

●最後の２文の違い

について、例文カー

ドを掲示して生徒に

考えるよう促す。

■授業者の例示のあ

と、日本語の意味に合

うように、ペア・グル

ープでカードを並べ替

えて英文を再現する。

■掲示された英文の特

徴を見て、最後の２文

の違いについて考え

る。

○英語の語順が不明な

ため並べ替え方が分か

らない。

○回答の際の考え方を知ることが

できるよう、１問目は例示する

(II) 。

F、G:文字と音が一致

していないためカード

に書かれた英語が読め

ない。

D:ペア活動に参加でき

ない。

F、G:単語の意味が分かるように、

裏に意味を書いておく。

D:ワークシートの空所に記入を

するよう促し、授業者が代読する。

動名詞の①形、②役割、③位置を知ることができる。
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【授業の UD の５つの観点】 

環境の工夫(I)、指示の工夫(II)、活動の工夫(III)、教材・教具の工夫(IV)、評価の工夫(V) 

小
ま
と
め

（
５
分
）

●動名詞の形と働き

についてまとめたス

ライドを投影する。

■板書を写すことで定

着を図る。

F、G:それまでの活動

に取り組めなかったた

め注意が逸れている。

F、G:「今から小まとめをするから

聞いてね」と個別に注意を喚起す

る。

演
習
問
題
（
１
５
分
）

教科書 p.55 Practice
１

●ヒントとなるスラ

イドを写す。

■英語を聞き正しい答

えを選ぶ。

○英語を正確に聞き取

ることができないた

め、話された内容を理

解できない。

○会話の場面を示す(II) 。

○聞き取るべき箇所を空欄にした

台詞を示す(IV) 。

○肯定的な声かけ(V) 。

Practice 2
●( )内の語を適切

な形にする。

■動詞を-ing 形にす

る。

■グループで答えを共

有する。

○-ing の付け方のルー

ルが不明なため設問に

答えることができな

い。

○-ing 形の作り方について理解す

るために、ワークシートを参照に

する(II) 。

・動詞を適切な形に変えることが

できる【言語に対する知識】。（方

法：ワークシートの点検）

F、G:それまでの説明

や指示を聞き逃してい

て問題を解くことがで

きない。

D:発話することができ

ないためペアワークに

参加できない。

F、G:解き方を説明するために個

別に説明する(II) 。

D:パートナーと答えが共有でき

るように授業者が代読する。

Practice 3
●適切な動詞を選

び、形を-ing に変え

て空所補充すること

を説明する。

ペアで対話するよう

指示する。

■適切な動詞を選び、

形を-ing に変えて空所

補充する。

○注意が逸れている。

○課題が早く終わって

手持ち無沙汰になる。

○注意を十分に引いてから説明を

始める(II) 。

○発展課題を渡す(IV) 。

F、G:会話文の英語を

読み取ることができず

取りかかることができ

ない。

カードの取り扱い方が

分からず取りかかるこ

とができない。

F、G:ヒントカードを配布する

(IV)。活動が終わったらカードを

回収する。

カードは一度にすべて渡さず 1 問

ずつ渡す。

・適切な動詞を動名詞に変えて答

えることができる【言語に対する

理解】。（方法：ワークシートの点

検）

Practice４
●-ing 形を使ってお

互いの趣味について

対話する、表現は選

択して対話してもよ

いことを説明する。

■-ing 形を使ってお互

いの趣味について対話

する。表現を選択して

もよい。

○注意が逸れている。

○英語の読み方が分か

らない。

○注意を十分に引いてから説明を

始める(II) 。

○英語の読み方と、表現の使用方

法について例示する(IV) 。

・自分の趣味について、選択肢を

使わず自分の意見を述べたり、選

択肢を使って会話をしたりする

【関心・意欲・態度】【主体的な学

び】。（方法：授業評価アンケート）

F: 英語の読み方が分

からない。

F: ルビをふったヒントカードを

手渡す (IV)。活動が終わったらカ

ードを回収する。

終
末
（
５
分
）

ま

と

め

まとめ

●動名詞の形、意

味、訳し方、文中の

位置をたずねる。

■スライドに写された

空欄の答えを言う。

学習活動にすべての生徒が授業者

の指示を理解して参加することが

できる【UD】。（方法：〇〇先生に

よる行動観察）

振
り
返
り

●振り返りシートに

記入させる。

●授業評価アンケー

トに記入させる。

■質問に動名詞を使っ

て答える。振り返りシ

ートに記入する。

■授業評価アンケート

に記入する。

■ワークシートを提出

する。


